
経
は
寓
年
の
外
未
来
ま
で
も
な
が
る
ぺ
し
、
日
本
国
の
一

切
衆
生
の
官
目
を
ひ
ら
げ
る
功
徳
あ
り
、
無
間
地
獄
の
道

を
ふ
曲
、
ロ
ぎ
泊
、
此
の
功
徳
は
博
敬
天
台
に
も
超
へ
龍
樹
地

葉
じ
も
す
ぐ
れ
た
り
云
々
』
身
軽
法
重
死
身
弘
法
の
大
蕗
悲

の
菩
薩
と
は
、
誰
を
一
五
ふ
の
で
あ
ろ
3
か
、
法
然
親
鷲
等

の
証
借
は
比
も
つ
か
ず
、
天
台
博
散
す
ら
今
の
御
事
文
に

依
っ
て
知
れ
る
で
あ
ら
う
、
組
側
ι
リ
聖
組
を
除
い
て
は
末
法

の
導
師
ご
仰
ぐ
も
の
は
奇
い
、
直
に
事
組
は
宗
教
家
の
本

領
で
あ
る
『
以
慈
修
身
善
人
偽
恵
』
を
色
請
迫
れ
た
導
師

で
あ
る
、
異
な
る
哉
、
師
孝
の
H
朗
上
人
を
遣
っ
た
の
も

大
信
行
の
四
保
金
吾
を
作
っ
た
の
も
、
皆
共
の
慈
悲
仁
戚

位
・
し
、
如
何
な
る
悲
境
に
沈
治
す
る
ど
も
、
決
し
℃
身
命

を
省
み
奇
か
っ
た
こ
ご
は
、
自
然
の
結
呆
ご
云
ふ
べ
き
、
て

あ
る
、
現
時
宗
門
の
彼
は
如
何
仁
、
異
華
民
事
・
姐
の
慈
悲

仁
戚
泣
す
る
も
の
果
し
て
何
秤
あ
る
で
あ
ら
う
か
。

（
を
は
り
」

閣
制
附
川
出
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
．

閣
怖

wv
勘

九

司

葉

山

圏

内

4
h
a
u
－
－
＝
白
雲
山
国

圃

聞

巴

眠

凪

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

思
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一
初
夏

の

肌太

純

志

田

『
我
門
家
夜
断
v
眠
、
書
止
暇
案
v
之
、
一
生
宰
過
高
歳

勿
r
悔
』
ご
厳
な
る
哉
聖
訓
、
偉
い
哉
金
言
、
査
に
夫
九
服

膚
せ
十
し
℃
可
争
ら
ん
や
、

時
今
、
摺
花
碧
を
燃
乙
梅
子
正
に
熟
せ
ん
と
す
る
に
嘗

L

リ
、
北
窓
午
睡
に
逸
せ
ん
か
、
服
、
吾
人
の
小
成
を
以
て

『
蛙
鳴
青
草
泊
蝉
操
垂
揚
浦
』
さ
せ
ん
か
、
夫
れ
絢
に
し

て
人
衣
を
服
す
る
も
誰
か
乙
れ
人
な
り
と
一
五
は
ん
、
猿
に

し
て
人
冠
を
顕
に
す
る
も
誰
か
ニ
れ
廟
堂
の
人
杏
り
ご
や

せ
ん
、
現
時
衆
俗
固
頂
ご
長
袖
を
見
て
無
用
の
長
物
ご
軽

賎
す
、
一
理
あ
ら
ん
、
妙
幾
大
師
云
へ
る
あ
b

『
像
末
清
焼
信
心
寡
薄
固
頓
敬
法
、
溢
競
盈
曲
、
不
暫

思
惟
‘
使
至
腐
目
、
徒
生
徒
死
、
一
何
痛
哉
』
芝
、
堤
防
各



山
市
萎
微
ご
し
て
振
は
ず
‘
自
ら
範
と
奇
り
俗
界
指
導
の
任

に
居
し
っ
、
、
一
切
の
施
設
運
用
遠
く
彼
俗
界
の
活
動
じ

及
ば
ず
、
常
仁
后
塵
を
拝
し
て
相
距
る
こ
さ
敷
等
、
之
れ

何
が
故
守
、
一
度
東
西
古
今
の
竹
吊
を
縮
か
ん
か
、
草
葬

の
匹
夫
一
呼
し
て
起
も
忽
に
し
て
三
軍
の
賂
ど
争
り
、
六

園
の
宰
相
と
な
る
、
時
勢
は
墓
貰
を
生
み
、
英
雄
偉
人
を

出
す
、
憶
、
現
代
は
如
何
、
一
義
を
執
て
十
年
を
越
る
ご

も
理
想
の
現
賞
は
難
し
、
然
・
り
と
蜂
も
、
五
回
人
終
日
寛
夜

撃
や
吸
冷
た
る
は
何
宇
、
樺
勢
か
、
柴
遼
か
、

A
V．
銭
か
、

得
意
か
、
名
血
中
か
、

昔
は
聞
〈
、
常
時
は
東
に
請
ひ
、
善
財
は
甫
に
求
め
、

薬
王
は
皆
を
焼
き
、
普
明
は
頭
を
例
ら
る
ご
、
然
る
に
吾

人
は
座
な
が
ら
仁
曇
花
宵
亀
も
及
ば
ざ
る
、
唯
一
悌
乗
じ

値
過
し
っ
、
治
、
登
仁
一
悠
A
T

然
争
る
可
け
ん
や
、
大
自
然
り

怖
意
は
人
矯
を
遁
し
て
現
は
れ
ず
ば
熔
た
何
れ
に
か
共
の

接
現
を
見
得
ん
、
備
法
の
興
隆
は
只
、
遺
弟
の
念
力
に
よ

る
の
外
な
し
、
宇
宙
の
異
地
は
妙
法
に
存
す
、
念
力
の
稜

現
は
信
仰
に
有
b
、
信
仰
は
無
上
の
活
力
な
り
、

宗
組
日
『
法
王
ノ
宣
旨
背
キ
カ
タ
ケ

ν
バ
任
ニ
経
文
－

権
賞
品
数
ノ
イ
グ
テ
ヲ
起
uv
忍
辱
ノ
鐙
ヲ
著
ア
妙
数
ノ
創

ヲ
提
ゲ
、
一
部
入
港
ノ
肝
心
妙
法
五
宇
ノ
旗
ヲ
指
上
ア
、

未
頴
異
質
ノ
己
ヲ

A
9
正
直
拾
樺
ノ
箭
ヲ

A
ゲ
ア
、
大
白

牛
車
－
一
打
乗
ア
、
大
白
牛
車
－
一
打
乗
ア
纏
向
ヲ
カ
ツ
バ
ト

破
、
カ
ジ
ョ
へ
オ
ジ
カ
ク
ョ
、
へ
オ
ジ
ヨ
セ
、
念
悌
真
言

輝
律
等
ノ
入
宗
十
宗
ノ
敵
人
ヲ
セ
ム

Y
－
一
、
成
A

S

グ
蔵

川
ヒ
キ

U
V
9
グ
キ
或
A

生
取
フ

νν
者
A

我
弟
子
ト
ナ

y

或
川
セ
メ
返
ジ
セ
メ
オ
ト
ジ

m
v
ド
毛
、
品
川
タ
キ
－
A

多
勢

也
法
王
ノ
一
人
ρ

無
勢
・
也
至
ν
今
軍
ヤ
ム
事
ナ
ジ
』
文

詮
ず
る
所
は
天
も
す
℃
給
へ
、
諸
難
民
も
泡
へ
、
黄
金

の
勢
力
、
俗
擢
の
猛
威
、
時
代
の
群
論
、
果
し
て
之
れ
何

物
手
、
不
懐
金
剛
の
一
大
信
仰
の
前
に
は
粉
々
ご
し
て
黄

塵
の
如
し
、
衆
愚
の
晴
々
、
も
と
よ
b
一
顧
の
債

rに
争

し
、
乞
ム
恕
じ
せ
よ
、
一
議
、
幸
に
し
て
高
楼
の
暁
鐘
た

れ
ば
。

一匹…
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